
表-5 平成２０年度地域ブロック協議会の活動予定（一部実績含む） 
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（４）今後の課題 

 平成１８年度より、地域ブロック協議会ごとに、アクションプランを定めて活動を

展開している。今後は、適宜見直し等を実施しながら、引き続きこれらを継続してい

くとともに、平成１９年１２月に基本政策推進専門調査会の下に設置された地域科学

技術施策ＷＧにおける議論を踏まえ、平成２０年５月にとりまとめられ、総合科学技

術会議決定、関係大臣への意見具申を行った「科学技術による地域活性化戦略」の実

施により、一層の取組の推進が期待される。 

① 地域科学技術施策利用者の利便性の向上 

 平成１７年度末に開設した全国レベルの地域科学技術ポータルサイトについて、利

用者の意見を反映するなどしながら、より利便性を高めるための改善・充実を図る。

また、地域ブロック協議会ごとのウェブサイトの開設による情報提供等を促進し、ポ

ータルサイトとリンクした情報ネットワークの拡大を図る。 

② 技術シーズから事業化にいたるシームレスな支援体制の構築 

 地域イノベーションの創出を強力に推進するための活動を継続し、各府省、地方公

共団体、独立行政法人等が推進する地域科学技術施策全体を俯瞰しながら、引き続き、

技術シーズから事業化にいたるシームレスな支援体制の更なる進展を図る。 

③ 地域クラスター施策の成果分析に基づく効果的施策の検討 

 補完的研究により提案された、地域で活用可能なクラスター診断手法に基づき、今

後は、地域イノベーションの構築と活力ある地域づくりを掲げる「第３期科学技術基

本計画のフォローアップ」において実施される調査等を踏まえ、引き続き、地域科学

技術クラスターＰＴ等において効果的施策の検討を行う。 

④ 地域クラスターの形成を阻害する規制の改善等 

 地域クラスター関連施策の周辺部分を含め、地域クラスターの形成を阻害する規制

や問題点等について、各地域ブロック協議会において実態に即しながらその把握に努

めるとともに、国のレベルに関わるものは関係府省において検討を行う。 

⑤ 各地域の事情に即した連携の促進 

 連携の大きな主体である地域ブロック協議会の活動については、各協議会において

さらに活性化を図る。具体的には、全地域の活動の実態把握、活動内容の比較や優れ

た取り組み事例などに関する取りまとめ、各地域ブロック間の情報交換、情報提供を

促進する。また、地域クラスターのより効果的な形成のため、各地域における独自の

施策との関係について検討を行い連携を強化する。 

 ⑥ その他の課題 

各地域では、地域内での連携のみならず、他地域やグローバルなレベルでの情報や

人材に関する連携を進めることも重要である。 

また、各地域でのクラスター形成に関する取組みは、最終的に事業化につなげ、経

済発展に資することが重要であるため、ビジネス化に向けた事業展開のサポートツー

ルを充実させていく必要がある。 
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さらに、各地域のクラスター形成に向けた取組みについて評価を行い、それに基づ

き支援のあり方を変えるなど、次の政策に活かすことが重要である。 


